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マ ン スリー レ ポ ート

～4月12日は「徳島県にんじんの日」～

東京・愛知・大阪・徳島で
徳島県産春にんじんの消費宣伝セレモニー
　4月12日、徳島県にんじん振興協議会（会長＝坂本雅彦県本部
長）は、東京・名古屋・大阪・徳島の4市場において「徳島県産春にん
じん消費宣伝セレモニー」を開催しました。
　これは、全国一の出荷量を誇る徳島県産春にんじんの認知度向上
と消費拡大につなげるため、徳島県や市場関係者の協力のもと、4月
12日の記念日「徳島県にんじんの日」に合わせて毎年実施しているも
のです。
　本年は、東京都中央卸売市場大田市場、名古屋市中央卸売市場北
部市場、大阪市中央卸売市場本場、徳島市中央卸売市場の計4市場
で同時開催し、産地JAから市場関係者に向けて本年産の春にんじん
の出荷状況や仕上がりの良さを伝えました。
　また、昨年に続いてケンミン食品株式会社と共同で調理した「ニン
ジンたっぷりチャプチェ」の試食配布をおこなったほか、トンネルハウ
ス栽培の風景を再現した「ジオラマ（1／40縮尺の模型）」を各会場
に展示して、徳島県産春にんじんの栽培工程を紹介しました。
　徳島県の春にんじんは、雨の当たらないトンネルハウスの中で時間
をかけて大切に栽培されており、柔らかくて甘いことが特徴で、3月か
ら5月までの出荷量は全国1位となっています。
　本協議会では、一人でも多
くの方に徳島県産春にんじん
の魅力をPRするため、県下
JA・県行政・関係企業等との
連携・協力により、試食や展
示、SNSを活用したキャン
ペーンといった消費宣伝活
動を県内外で展開してまいり
ます。 大阪市中央卸売市場本場

徳島市中央卸売市場

名古屋市中央卸売市場北部市場

東京都中央卸売市場大田市場

栽培の様子を再現した模型が関心を集めました

配布したにんじんチャプチェ
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Mon t h l y  R epo r t 

～生産者手取りの最大化・有利販売へ～

令和６年度第１回ＪＡ米穀担当部課長会議

　3月30日、徳島県と徳島県すだち・ゆこう消費推進協議会、徳島県に
んじん振興協議会は、徳島市のむつみスタジアム（蔵本公園野球場）で
開催された四国アイランドリーグPlus2024公式戦・ホーム開幕戦「徳
島インディゴソックスvs高知ファイティングドックス」において、スダチ飲
料（ザすだち）と春にんじんの消費宣伝をおこないました。
　この日は親子連れなどの観戦者1,007人が来場し、開場時刻の15時
30分から当県本部園芸販売課や徳島県の職員らが、入場ゲートでザす
だちと春にんじんを先着100人に配布しました。
　試合前のセレモニーでは、後藤田正純徳島県知事の激励のあいさつに
続いて、徳島県のマスコットキャラクター・すだちくんが両チーム監督にそ
れぞれザ・キャロット（にんじんジュース）を2箱ずつを贈呈しました。
　試合は徳島インディゴソックスが4‐0で快勝し、3年連続の白星発進
となりました。

～徳島県産飲料と春にんじんの消費宣伝～

徳島インディゴソックスホーム開幕戦でＰＲ

　4月18日、当県本部米穀総合課は、県下のJA米穀担当部課長など関係者
24人出席のもと、令和6年度第1回JA米穀担当部課長会議を当県本部会議
室で開催しました。
　会議では、はじめに当県本部米穀畜産部の西川伸哉部長が「令和6年産
米にかかわる適正な管理と円滑な流通に向けて、本会の集荷販売基本方針
などの報告をさせていただきます。本日の会議が生産者の経営安定につなが
ることを期待します」とあいさつをおこないました。
　農林水産省の公表では、5年産米の主食用水稲の作付面積は前年▲
9,000haとなり、結果として予想収穫数量は当初生産目標の670万トンを
下回る661万トン、令和6年6月末時点の民間在庫数量は適正水準180万
トンを切る177万トンと見通されています。これらを背景に3月相対基準価
格については15,428円（60kg、税込）と前年同時期より1,551円上昇して
います。一方で、主食用米の需要量は年々減少しており、昨年を11万トン下
回る670万トンと見込まれていることから、飼料用米等への転換が需給バラ
ンスの均衡に不可欠となっています。
　また、令和6年産米の集荷販売基本方針として、①生産・集荷対策②販売
力強化③安全・安心への対策④物流合理化による円滑な集出荷体制の強化
⑤農産物検査員の検査技術の向上を掲げ取り組むことが報告されました。
続いて協議事項として、令和6年産米の出荷契約（案）、令和6年産飼料用米
の出荷契約および売買契約（案）について米穀総合課職員より説明し出席者
で協議をおこないました。
　当県本部では、徳島米の品質向上やJAグループ徳島の集荷数量拡大に
取り組み、生産者の手取りの最大化、有利販売に努めてまいります。

すだちくんから両チームへザ・キャロットを贈呈

入場ゲートでザすだちとニンジンを配布する
園芸販売課職員

協議事項について説明をする米穀総合課職員

開会のあいさつを行う西川伸哉部長
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マ ン スリー レ ポ ート

交通安全のお知らせ

徳島県警察本部　交通企画課

１　期間
 　令和６年４月１日(月)から同年５月３１日(金)までの２か月間

２　運動の重点
自転車利用者の交通ルールの遵守と交通マナーの向上

３　自転車の安全利用の実践
　⑴自転車に乗るときはヘルメットを着用する。
　⑵原則車道の左側を通行する。
　⑶交差点で一時停止をするなど、周囲の安全を確認する。
　⑷携帯電話での通話やスマホの画面注視等のながら運転、イヤホン等
　　の使用、傘差し運転、並進等の危険な運転をしない。信号を守る。
　⑸歩道（自転車通行可の歩道）を通行する場合、歩行者優先で車道寄
　　りを徐行する。
　⑹夜間はライトを点灯する。
　⑺交通事故を起こした場合は、被害者の救護、警察への通報等を行う。

　⑻自転車には、反射器材、前照灯などその他の安全な通行を確保する
　　ために必要となる器材を備えつけること。

４　自転車交通違反取締りの強化
　　一時不停止、信号無視、右側通行等の自転車の交通違反行為を
　行った場合、検挙の対象となります。
　　また、悪質・危険な行為を繰り返す自転車利用者に対しては、「自
　転車運転者講習」の受講が命じられます。
　（自転車運転者講習とは14歳以上の運転者が対象で、15類型の危
　険行為を行い、交通違反として取締りを受けた者、または、交通事故
　を起こして送致された者が対象です。）

　  ＜徳島県自転車の安全で適正な利用に関する条例＞
　　 ・ヘルメットを着用しましょう!
　　 ・自転車の保険に加入しましょう！
　　 ・自転車は点検整備をしましょう！

自動車交通安全運動月間について

　4月10日、徳島県小松島市の有限会社樫山農園水田圃場で、水稲直播栽
培新技術RISOCARE®（リゾケア）を活用した播種作業の実演見学会がお
こなわれ、関係者約30人が集まりました。
　この実演見学会は、当県本部営農支援課が有限会社樫山農園及びJA東
とくしま、シンジェンタジャパン株式会社、ヤンマーアグリジャパン株式会社
の協力のもと、新技術を広く普及させることを目的として昨年度から行って
いる取り組みです。本年度は、より多くの生産者の認知度向上を図るため、
新たに行政機関と連携し、県内大規模水稲栽培農家などに実演見学会開
催について周知し参加を呼びかけました。
　今回播種した「リゾケア®XL」は、シンジェンタジャパン株式会社が開発し
た湛水直播向けコーティング処理済み種子で、複数の種子処理剤と独自の種
子処理技術を組み合わせています。既存技術である「鉄コーティング」「カル
パーコーティング」と比較して安定した苗立ちを実現し、初期病害虫防除に優
れた効果を発揮することが期待できます。また、育苗作業や苗箱の運搬が不
要であり、労働時間の削減、省力化、軽労化などが図れるメリットがあります。
　参加者は、直播用乗用田植機（ヤンマー乗用田植機YR6DA）の説明や作
業方法の指導を受けた後、圃場（1,983㎡）で「リゾケア®XL」播種や同時に
おこなう除草剤散布、肥料施肥作業を熱心に見学しました。
　営農支援課橋本良職員は、直播栽培技術について「徳島県内において水
稲直播は全体の1%にも満たない。しかし大規模生産者においては、本技術
を導入することでの労働時間の削減、重労働からの解放、従来の移植栽培と
の組み合わせで作期分散が可能というメリットは大きいと考える。この技術
が、直播栽培の一つとして生産者に認識され選択肢が広がることを期待し
ている」と熱く語っていました。

～水稲直播栽培の普及へ～

小松島市で水稲直播新技術実演見学会

　４月と５月の２か月間、広く県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、自転車利用時の交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけ、自転車
の交通事故防止の徹底を図ること等を目的とした運動を実施中です。

リゾケアを田植機にセット

田植機の説明を受ける参加者

田植えの様子を確認する参加者
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料理研究家H I TOM I 先生が薦める、簡単スピーディー、そして楽しんで作れるレシピをご紹介!  

料理研究家 HITOMI https://hitomi-cook.com/

旬の野菜でおうちごはん

◎免許：調理師免許、食空間テーブルコーディネーター2級、JA全農とくしま園芸部 クッキングアドバイザー 
◎賞：2014年NHK社会貢献賞授与 ◎活動歴:TV=NHK徳島放送局料理コーナーレギュラー出演／ラ
ジオ=TBS「伊集院光とラジオと」に毎月レシピ提供 ◎JA全農とくしまとのコラボイベント：大阪ガスハグ
ミュージアムにて鱧を使った爽やか料理講習会／大阪中央卸市場にて徳島県の食材を使った料理講習
会 ◎カルチャー講師：兵庫イオンカルチャー（姫路、加古川、明石の3店舗)講師／神戸市立長田区勤労
センター、神戸市立西区民センター講師 ◎店舗用レシピ開発、商工会での商品開発など

POINT 
① 青葱は小口切りにし、
　 卵と麺つゆを混ぜる。

② フライパンに油を敷き、
　 上にライスペーパーをのせる。

③ 中火にかけ、
　 上に①を広げ、
　 蓋をして3分蒸し焼きにする。

④ 半分に折って器に盛り、
　 トッピングをしたら出来上がり。

▼作り方▼材料（1人分）

青葱・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3本
ライスペーパー ・・・・・・・・・・・・・・・1枚
卵・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2個 
麺つゆ（3倍濃縮）・・・・・・・・大さじ1
サラダ油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1

トッピング 
お好み焼きソース・・・・・・・・・・・・適量
マヨネーズ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
青のり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
紅生姜・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量

ライスパーパーは
火にかけると縮むので
点火する前に置く。

ライスペーパーネギ焼き
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営農コラム
　阿南市や小松島市の道路を車で走っていると、あち
らこちらの山がほとんど竹に覆われた竹林になってい
て、里山の風景が変わっているのを目にします。
　竹はしなやかで折れにくく天に向かって真っすぐに伸
びるため、生命力を象徴する縁起物として、お正月に飾
る門松にも用いられています。
　また、竹は昔から日用品や家具、建造物の貴重な材
料として使用されてきました。戦後はタケノコ栽培が盛
んになり、多くの竹林が作られ管理されていました。し
かし、高度経済成長期になり輸入タケノコやプラスチッ
ク製品が出回るようになると、竹の需要が急減し、全国
各地の竹林は次第に放置されるようになりました。こ
れが、今問題となっている放置竹林です。
　竹は成長が非常に早いため、成長スピードの遅い原
生の樹木の林に竹が侵入すると、竹の枝葉が日光を遮
り樹木の成長を妨げるだけでなく、元々そこで生育して
いた樹木よりも高密度で繁殖します。
　原生の樹木は根を深く張るため、たとえ雨が降って
土壌が緩んでも、土をしっかり支え、土砂崩れが起こる
のを防いでくれます。しかし竹は根が浅く地表近くの土

しか支えることができないため、大雨が降り土壌が緩
んだ際には竹林ごと斜面を滑り落ち、大規模な土砂災
害を引き起こす危険性があります。しかも、原生の樹木
が育たなくなり、生態系への重大な影響もあります。
　放置竹林の生息域が拡大すればするほど、そのリス
クは高まるとされています。この他にも、生物多様性の
崩壊、里山の景観損失、民家への侵入など、竹の害に
よる影響は非常に広範囲に及んでいます
　プラスチック製品が普及し需要低下が続いていた竹
ですが、近年その高い耐久性と安定性が再び注目さ
れ、家具や日用品の原材料としての使用が増えていま
す。カゴやバック、ザルといった従来品はもちろんのこ
と、竹紙や竹ストロー、竹ティッシュなど全く新しい竹
製品もできています。また､竹炭や竹パウダー（堆肥や
家畜の飼料、敷料など）の利用も進められています。タ
ケノコの消費振興はもちろんのこと、竹製品や竹資材
の生産、購入､使用促進によって少しずつでも放置竹林
を減らしていくことが求められます。

竹 営農支援課 技術主管 森　　聡

うちんくのペット
ホッと一息 可愛いペットで癒されましょう♪

※うちんくのペットに掲載ご希望の方は、JA全農とくしま広報室（TEL088-634-2462）までご連絡ください。

柴犬 宮田 もも （♀・7歳）

性格：人懐っこい

趣味：ボール遊び、お昼寝

好きなもの：何でも食べる

飼い主さんからひとこと：じゃじゃ馬
娘ですが、いつもお留守番ご苦労さ
まです。

毎日お留守番
がんばってます！
毎日お留守番
がんばってます！ 可愛いツーショット♥可愛いツーショット♥
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企画管理課

　4月8日、当県本部は役職員137人出席のもと、「令和6年度全農徳島県
本部キックオフ大会」を徳島市内のホテルで開催しました。
　本大会は、当県本部（子会社含む）の全従業員に事業計画の周知・浸透
をおこない、計画必達に向けた認識を共有するとともに、従業員間のコミュ
ニケーションを活性化し、風通しの良い職場づくりや部門間連携の促進を
目的として、年度初めに毎年開催しています。
　第1部事業計画説明会では、はじめに前田安夫運営委員会会長から「令
和6年度は、今次3か年計画の最終年度です。農業を取り巻く環境は依然
として厳しい状況が続くことが予想されますが「生産振興・生産基盤の強
化」「バリューチェーンの構築」「JA支援」への取り組みをとおして“なくては
ならない全農”の地位を一層強化していきましょう」とあいさつがありまし
た。また佐々木伸夫運営委員会副会長からは「全農の人的・物的資源を積
極的にJAの経済事業に投入し、徳島県本部と県下JAが一体となった事業
活動の実施により、生産者の手取りを引き上げ、満足度の向上そして持続
可能な農業の実現に向けた布石の一年となるようお願いします」とあいさ
つがありました。
　続いて、竹本尚史常務理事が「私ども全農は、すべては組合員のために、
そして消費者国民のためにという基本姿勢のもと、本会への結集を通じた
JAグループのスケールメリットの最大化に向けて、JA組合員の皆様のご
期待にこたえるため、しっかりとした成果を上げ、徳島県の農業振興と農家
組合員の所得増大に貢献していくことが一番重要」と述べられました。
　その後、坂本雅彦県本部長より、当県本部の取扱高計画を575億69百
万円(前年計画比99%)とする令和6年度事業計画や、令和6年度コンプラ
イアンス推進・リスク管理計画の説明がありました。また、各課長からは令
和6年度の部門別取組みが周知され、最後に全従業員を代表して中四国
広域農機事業所徳島農機事務所の橋本康祐所長より、計画必達に向けた
決意表明およびガンバロウ三唱がおこなわれました。
　大会に引き続き開催された情報交換会では、全役職員がお互いに情報
を共有し、課題の認識や部門間の連携強化をおこないました。

～取扱高計画575億円必達をめざして～

令和6年度
全農徳島県本部キックオフ大会

坂本雅彦県本部長

竹本尚史常務理事

佐々木伸夫運営委員会副会長

前田安夫運営委員会会長

令和６年度全農徳島県本部キックオフ大会の様子 徳島農機事務所・橋本康祐所長による決意表明
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企画管理課

園芸部

　令和6年度キックオフ大会において、「令和5年度
徳島県本部奨励賞」の表彰をおこない、坂本県本部
長が次の4人と3グループに表彰状を授与しました。

～個人4名と3グループを表彰～

令和5年度
徳島県本部奨励賞

　4月19日、当県本部園芸部は、徳島県関西本部、大
果大阪青果株式会社の協力のもと、大阪府大阪市の
キッチンソムリエクッキングスクールにおいて、徳島
県産農水産物を使用した料理教室「徳島県フェア・と
くしま春にんじんまつり」を開催しました。
　「徳島県フェア」では、毎回調理する食材を当県本
部より提供し徳島県産農産物の美味しさを県外の消
費者にPRしており、今回は春にんじんとスダチを使
用しました。
　当スクールの井出美加講師から「キャロットライ
ス」「にんじんメンチカツ」「ハーブジュレサラダ」、「牛
肉とにんじんのスープ」「キャロットケーキ」の調理手
順や注意点などの説
明を受けながら、参
加した6人は次々と
料理を仕上げていき
ました。
　試食時には当県本
部大阪事務所の小出
達也専任課長が「徳
島の春にんじんはハ

ウス栽培しており甘くてやわらかい特徴があります。
これから出荷の最盛期を迎え、店頭で見かけることも
多くなります。ぜひ、いろいろなレシピで春にんじんを
食べてみてください」とお話し、参加者からは「徳島県
の春にんじんが甘くて美味しい」「サラダのジュレに入
れたスダチが爽やか」といった声が聞かれました。

～徳島県産農産物を使用した料理教室～

大阪市で「徳島県フェア」

春にんじんを調理する受講者

野菜たっぷりのレシピ徳島県産農産物について説明をする小出達也専任課長

奨励賞受賞者

受賞（個人） 受 賞 内 容

受賞（グループ） 受 賞 内 容

米穀畜産部
米穀総合課
島崎 直樹

関西圏を中心とした量販店に対し粘り強い提案と熱意で
良好な信頼関係を構築した。更に園芸部と連携した徳島
フェアを開催するなどし、新規開拓による徳島県産米の
消費拡大に大きく寄与した

園芸部
園芸販売課
斎村 真由

生産経費の販売価格への転嫁が困難ななか、粘り強い交
渉により、すだち果汁他の値上げを実現することで、本会
が検討をすすめる新規投資事業の収支確保につながる
価格の形成に寄与した

園芸部
園芸販売課
飯田 旺輝

本県主力品目の春にんじんにおいて面積拡大している生
産者がかかえる労働力不足の課題に対し、生産者ととも
に作業に携わり支援することで、本会の取り組み姿勢を
生産者・JAに理解していただくことができた

営農資材部
肥料農薬課
野上 一成

本県主力品目の春にんじんにおいて面積拡大している生
産者がかかえる労働力不足の課題に対し、生産者ととも
に作業に携わり支援することで、本会の取り組み姿勢を
生産者・JAに理解していただくことができた

園芸部
園芸総合対策課

これまでJAによりデザインが異なっていた本県特産のす
だち出荷箱を園芸資材課と連携し、JAと検討・協議を重
ね「GI徳島すだち」仕様で統一を行った

営農資材部
園芸資材課

これまでJAによりデザインが異なっていた本県特産のす
だち出荷箱を園芸総合対策課と連携し、JAと検討・協議
を重ね「GI徳島すだち」仕様で統一を行った

営農資材部
肥料農薬課

JAあわ市管内において四国初となる本会とJAとの共同
運営店舗である「JA-CAT」を設置するとともに県内5JA
目となる物流戸配送も導入し、今後のJA生産資材事業の
モデル構築を行った
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　4月27日、「全農杯 全日本卓球選手権大会
（ホープス・カブ・バンビの部）」の2024年徳島
県予選会が徳島市内のとくぎんトモニアリーナ
（徳島市立体育館）で開催され、ホープスの部
（小学6年生以下）、カブの部（同4年生以下）、
バンビの部（同2年生以下）の男女各部門に、県
内から卓球少年・少女80人が参加しました。
　開会にあたり、当県本部管理部企画管理課の
大高久典課長代理が「日頃の練習の成果を発
揮して頑張ってください」とあいさつをおこない
ました。
　試合では、今年7月26日（金）～28日（日）に
兵庫県神戸市のグリーンアリーナ神戸（神戸総
合運動公園内体育館）において開催される全国
大会への出場をめざして、選手たちが大人顔負
けの熱戦を繰り広げました。
　表彰式では、男女各部門の入賞者に対し、当
県本部から徳島県産農産物・加工品の副賞を
贈呈し、健闘を称えました。
　今後も全農は「全農杯 全日本卓球選手権大
会」や「JA全農チビリンピック」など、スポーツへ
の協賛を通じて子どもたちの夢や成長、親子の
ふれあいを応援していきます。

～副賞・参加賞に徳島県産農産物や加工品を贈る～

「全農杯 2024年
全日本卓球選手権大会
（ホープス・カブ・バンビの部）」
徳島県予選会

◆徳島県産農産物や加工品を提供しました。

徳島県産米あきさかり（5kg）
すだち微炭酸（250㎖×30本）

２袋
１箱 6人

第
1
位

徳島県産米あきさかり（5kg）
ザすだち（カート缶）（195ℊ×15本）

1袋
2箱 

6人
第
2
位

徳島県産米あきさかり（5kg） 1袋 6人
第
3
位

ザ・すだち(缶）（190ℊ×30本）
すだちグミ
全農「白ごはん」パック
食育パンフレット

２本
１袋
１袋
１冊

参加者
全員

参
加
賞

あいさつをおこなう企画管理課・大高久典課長代理

カブ男子の入賞者

全国大会を目指し熱戦を繰り広げる選手たち

選手全員にスダチ飲料やすだちグミなどを配布
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　4月6日～7日の2日間、JA全農が特別協賛している「JA全農杯
全国小学生選抜（8人制）サッカー大会IN四国」が徳島県阿南市の
JAアグリあなん陸上競技場で開催され、当県本部から副賞・参加
賞として徳島県産スダチ飲料を提供しました。
　この地区大会は、5月に日産スタジアム（神奈川県横浜市）で開
催する「JA全農チビリンピック2024 JA全農杯全国小学生選抜
サッカー決勝大会」への進出をかけて全国9地区でおこなわれてお
り、各地区の代表（16チーム）を決定します。
　四国大会には、県内予選を勝ち抜いた各県3チームずつの計12
チームが出場し、徳島県からは徳島ヴォルティスジュニア、USFC、
CSPが出場しました。
　開会式では、当県本部の村上哲副本部長が「サッカーをする上
で食はとても大事です。たくさん食べて元気よくプレーしてくださ
い」とあいさつをしました。続いて、全選手を代表して徳島ヴォル
ティスジュニアの木内來芽選手が「監督やコーチ、家族などに感謝
しながら全国大会を目指し、スポーツマンシップに則り最高のプ
レーをすることを誓います」と力強く選手宣誓をしました。
　2日間にわたり24試合の熱戦が繰り広げられ、決勝戦は徳島
ヴォルティスジュニアとエストレーラス高知が対戦しました。徳島
ヴォルティスジュニアが果敢にゴールを狙い先制し、第3ピリオド
でも2点を追加し3‐0でみごと勝利を飾り四国地区の王者に輝き
ました。
　閉会式では、当県本部の坂本雅彦県本部長から入賞チームと
全出場選手へ、四国4県のご当地飲料やパックご飯などを贈呈し
激励しました。
　今後も全農ではこうしたスポーツ支援を通じて子どもたちの成
長・健康を応援するとともに食と農の大切さを伝えていきます。

～選手に徳島県産スダチ飲料を贈る～

JA全農チビリンピック2024
「JA全農杯全国小学生選抜サッカーIN四国」

開会式であいさつをする村上哲副本部長

各チームに賞品を贈る坂本雅彦県本部長

決勝戦で果敢に戦う選手

優勝した徳島ヴォルティスジュニア
全選手を代表して選手宣誓をする

徳島ヴォルティスジュニアの木内來芽選手
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「ＪＡ全農とくしま情報」に
関するお問い合わせ先
本紙「ＪＡ全農とくしま情報」の購読料・配送料は
無料です。送付先の氏名・住所変更や、
送付の停止につきましては、
ＪＡ全農とくしま企画管理課広報室
（電話 088-634-2462）
までご連絡ください。https://www.zennoh.or.jp/tm/

全農グループ経営理念

JAタウン
｢新鮮大好き徳島｣

JA全農とくしま
YouTubeチャンネル

JA全農とくしま
Instagram

JA全農とくしま
ホームページ


